
平成 21 年度 NPO からの協働事業等提案（研究提案）準備会 

テーマ：「デートＤＶ被害者への支援体制づくり」に向けての協働研究 

 

日 時：平成 21 年 8 月 5 日（水）１５：００～１７：００ 

場 所：アスト津 3 階 県民交流センター控え室 

出席者：特定非営利活動法人 女性と子どものヘルプライン・ＭＩＥ 

    （堤さん、水谷さん） 

    こども局こども家庭室（高橋さん） 

教育委員会生徒指導・健康教育室（今田さん） 

男女共同参画・NPO 室（男女共同参画グループ：辻さん） 

    協働サポート委員：浦田さん 

    事務局（男女共同参画・NPO 室 NPO グループ：明石、川端） 

 

◎ 事務局より今日の進め方などについて説明 

○ 協働事業等提案制度の趣旨について再確認 

→研究提案は、NPO と県が互いに持つ情報を提供し合い、話し合いを進めること

で、課題に対する認識を深め、解決につなげていくことを目的としている。 

→協働事業等提案運営委員会審査時におけるコメントを紹介 

 「法律や支援体制等などの社会的な対応が確立されていない「デート DV」につ

いて先駆的に課題解決に取り組まれており、今回の提案は全ての審査項目で高

い評価となりました。 

  研究を進めるにあたっては、昨年度取り組んだ研究成果（昨年度も｢日本(三重)

の文化に即した中高生のための｢デートＤＶプログラム｣の開発｣のテーマで研

究を実施）も活用し、関係室と課題の共有を十分に図って、よい成果を上げて

いただくことを期待しています。」 

 

◎ 研究会の進め方について協議 

（ここからは協働サポート委員の浦田さんが進行） 

○ 提案者から提案趣旨について説明（再度確認するため） 

→デートＤＶ被害者の保護・支援は、ＤＶ法の対象から外れている。行政、ＮＰＯ

などで取組んでいる現状の支援は、十分とはいえない。今回の研究では、デートＤ

Ｖ被害の現状がどのようなもので、どのような特徴があるのかを、関係機関それぞ

れが持っている情報を共有して整理し、そのうえでデートＤＶ被害者支援には、何

が必要で、何をするべきか、それぞれの機関の役割の明確化やネットワークづくり

などについて話し合っていきたい。 

 



○ 研究会の目的（ゴール地点） 

→この研究会ではどのようなことを目指して研究を進めていくのか。始めにみんな

で共有しておく。 

→現状のデートＤＶ被害者支援は、行政では、県、市町、警察、国などが、それぞ

れ所管する業務の視点から行っている。民間では、ＮＰＯなどがそれぞれの活動

に取組んでいる。 

→様々な取り組みが実践されてはいるが、バラバラで行われており、連携できてい

ない。 

→この研究会では、それぞれの取組みを整理し、「デートＤＶ被害者に対する各部

署の役割を明らかにして、デートＤＶ被害者を支援するネットワークづくり」に

ついて研究していきたい。 

→この研究会で課題を共有したことが発展し、将来的（５年後くらい）にはデート

ＤＶ被害者にとって最適な支援体制が構築していく、それを目指した提案（例え

ば、協働事業等提案制度の「事業提案」などを活用）につながるとよい。 

 

○ 研究会の参加メンバー 

→準備会に参加したメンバー以外で、研究をより良いものにしていくため、参加を

お願いしたい行政機関、もしくは民間団体などはあるか。 

→例えば、高校生から直接話を聞く機会が多い高校の養護教諭、警察の担当部署、

市町の担当者などが考えられる。 

→様々な機関が参加するのは情報の幅が広がることが期待できるが、一方で研究目

的や方向性を共有することに時間がかかる。 

→当初は現在のメンバーで研究をおこない、研究の進行により必要なところに声を

かければよいのでは（フル参加でなくても、内容に応じて 1回だけ参加というや

り方も考えられる。） 

→参加メンバーは、現在のメンバー「特定非営利活動法人女性と子どものヘルプラ

イン・MIE、こども家庭室、生徒指導・健康教育室、男女共同参画・NPO 室（男

女共同参画Ｇ）」とし、必要に応じて他の機関に参加を呼びかける。 

 

◎ 次回の研究会について 

○ 日程  

平成21年10月5日（月曜日） １３：００～１５：００ 

○ 場所 

アスト津3階 県民交流センター 控え室 

○ 議題 

デートＤＶ被害の実態、支援の取り組みなど、現在の状況について把握（共有）する 



○ 次回の研究に向けての準備 

 → 県外の事例 

    岡山県、長崎県、神戸市などの支援の事例を調査する 

    （女性と子どものヘルプライン・ＭＩＥが準備してくる） 

 → 県内の実態 

・ スクールカウンセラーの実態（相談件数、人数など） 

・ 高校中退者の実態（人数、理由など） 

・ 女性相談の実態 

・ 警察への相談の実態 

・ その他、研究の参考と思われるデータ 

（県関係課がそれぞれ準備してくる） 

 

◎ その他連絡事項 

○ メンバー間で連絡や情報提供ができるようにメーリングリストを作成する（事務局対応） 

○ 9月8日（火曜日）１３：３０～ アスト津4階で、岡山県の取組みを学ぶ講演会を開催。

デートＤＶ防止プロジェクト・おかやま代表の川崎政宏氏（弁護士）を講師として招く。

  


